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臨床検査室

自動化システム

/ケ日の医づ寮は単に病気のテ汽蝶のみな

らず,健康管理,リハビリテーション

および健康増進までを包括した,幅広

い引二全的役割と活動を行なっており,

そのため,医療を取り巻く事務､作業,

情報などはきわめて褐雉化し,数量的

にも膨大な量となり,自動化,省力化

が強く求められている｡

診療には欠かせない臨床検鹿も,そ

の需要は増加の･一途をたどり,血液,

尿などの検奄が1日当たI)200件,年

間では数万什に及ぶ病院も少なくない｡

臨床検束は,検奄対象が人体である

か,人体から1末取した血液,尿などの

検体であるかによって,患者検瀬と検

体検査に分かれる｡患者検杏は,心電,

心音,脳波､レントゲン写真にするも

のなど,医師の高度な判断を要するも

のが多く,日動解析装置の開発が進め

られている｡

【一方,検体検瀬は,血糖,コレステ

ロールなど1什l_液の化学的伶作,口Ir11.球･

首
エー曲砂肝

赤_｢れ球数などの血f夜学的検査,この他

血1青,媒,細筒などに関する検二在があ

る｡1寺に頻度の高い血液の検ノ在には自

動分析装荷などがすでに導人されてお

I),さらにデータ処理関係の日動化,

すなわち臨J末検雇主三の作業全体のシス

テム化が強く要望されている｡

これにこたえるものとして偶発され

たのが,日立臨J末検茶目J軌化システム

("HILAS'':HITACHILABORATO-

RY AUTOMATION SYSTEM)で

ある｡

臨床検束宅の作業を分析すると,一受

付と検体の前処理,分析およぴデータ

処月との二つに分かれる｡"HILAS”の

方式は,まず検体と検束依頼票を′受け

付けるとミニコンピュータより作業指

ホ表が発行される｡検体は遠心分離等

前処f里が行なわれた後,作業指示表に

従って必要な分析装置にかけられ,自

動･半自動分析装置はオンラインで,

Ifl手法の分析はオフラインでミニコン

_表

■

ピュ∽タに入力,処理される｡

このようにして1放り込まれた患‾弟フ

ァイルのデータは,中火処理装置で編集

され,各柿報て寸書がタイプアウトされる｡

"HILAS､'の柑1主としては検瀬′受付,

川下法の結一難入力およぴシステムの運

転管列もなど,それぞれ各椎の守則のオ

ペレータ コンソールを使用,だれでも

簡単にシステム述転ができるようにな

っている｡

"HILASl'の導人により,検炎作業

は人帖に省力化されると同時に,その

測:右精度も向_Lし,医師の指示から検

杏結果の判明までの時間も無亘縮され病

院各村へのサービス向上に‾貢献する｡

また本システムは,臨J末検査部外の

作業を変更することなしに受け入れる

ことができるので,それだけで独立採

算のとれるシステムとなっている｡

さらに,中央の大形コンピュータと

接続することで,病院のトータル シス

テムに寄与一できるよう考厚されているく､
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